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(3) 実系統に即した 3 相等価回路による検討を行い，回路条件と最適または適正投入抵抗値との関係
は，単相等価回路の場合と類似の傾向を示し， 3 相再投入時の最適投入抵抗値は，架空線の場合は
自己サージインピーダンスの単相等価回路で，また，地中ケーブルの場合は正相サージインピーダ
ンスの単相等価回路で求めた最適投入抵抗値と線路長との関係から推定できることを示している。
ヮ“市Ea­? ?
(4) 抵抗付しゃ断器操作時に発生する開閉サージ波形は，一般に多段状の複雑な波形になり，通常開
閉サージに対する草色縁耐力試験に用いられる単一開閉インパルス波形とは異なることを示し，実際
の絶縁設計にこの点を考慮する必要性を指摘している。
(5) 超々高圧線路の再投入サージによる避雷器の動作責務を検討し，避雷器の放電エネルギーは特性
要素の電圧一電流特性，線路残留電圧により著しく異なり，現用の長時間放電耐量型避雷器ではか
なり過酷になることを明らかにし 超々高圧用重責務型避雷器の開発が望まれることを提起してい
る。
以上のように，本研究は超々高圧送電系統の異常電圧抑制対策ならびに絶縁設計技術に多くの知見
を与え，電力工学に寄与する所大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
? ??
